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[ガイド – 予定時間 約 30分 ] 

 使うデータに関して 

 ゲストカード 

 顧客抽出 

 フリートライアルで利用できるＩＤの取得 

 どのような事を期待しているのか整理しておく 

 基本操作 (ナビゲーション、操作方法 など) 

[ゴール – どのような事を会得できるか？] 

 おもてなしの CRM機能に関しての理解  

 どのような効果があるのか？ 

 さらなる質問‐どうやって解決できるか？ 
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1. トライアルで利用できるデータ 

 

下記のデータがトライアル環境に用意してあります。これらを利用してガイドに従

ってトライアルを実行してください。 

 

(利用可能なデータ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ホテル : Omotenashi India 

 ゲスト : Naveen , Gabrani ( more others 100 )  

 レートプラン : Rack rate / Standard or Deluxe  

 部屋 : Standard (101-110) , Deluxe (201-210)  

 予約可能期間 : 制限はありません。 

 通貨 : 選択された国により違います。 

 利用可能な言語 : 英語、日本語、中国語（簡易体） 
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2. 顧客の参照 

 

1) ナビゲーション 

 

メニューバーで下記のナビゲーションから選択できます。: 

 

 予約業務         顧客         参照      

 

 

 

次の画面が表示されます。(ゲスト一覧) 
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2) 利用方法 

 

ステップに従って、ゲストカードの機能をご確認ください。 

 

ステップ１：ゲストの検索及び参照 

 

ゲストの検索方法は複数あります。(グローバル検索、アカウントタブ、顧客検索(メニューから) 

ここでは３つ目の顧客検索のやり方を学びます。 

 

入力欄にキーワードを入力します。 

 

 

検索条件を確認したら検索を実行します。この例では１件の該当があるはずです。もし複数の候

補がある場合は希望のゲストを選択して VIEW を実行ください。 

 

 

 

ステップ２：データの確認 

下記の参照画面が表示されます。 
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ステップ３：ゲストカードの情報 

ここでは複数の情報が表示されますが、下記の手順で順を追って確認をしていきます。 

 

表示される画面ではゲストカードとして様々な情報が提供されています。内容として下記のよう

な情報が含まれています。 

 ゲスト詳細 

 住所 

 記念日 

 好み 

 コンタクト先 

それぞれのセクションに移動して探している情報を検索してください。ここでは例として住所

のセクションから Google Map を使いながら検索を行う方法を学びます。 

まずは住所のセクションに移動してください。下記の様に表示されるはずです。ここで詳細な

住所情報とその住所に合わせた Google Mapが表示されていると思います。 

 

ステップ４：フローティングメニューの活用 

ゲストカードは膨大なリストになってしまいます。煩雑なオペレーションを行わず、クイックに

情報を検索できるフロートメニューを紹介します。これはヘッダーセクションの関連リストにマ

ウスを重ねると関連するデータが自動的に表示される仕組みになっています。これを使えば簡単

に情報を引き出すことが出来ます。 
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(Tips)  

  
ゲストカードの応用 

1. 検索方法：グローバル検索(アプリケーションメニューの検索機能)、もしくはメニュー

から顧客検索の実行 

2. 関連リンク：多くのページはゲスト情報を含みます。それらのページではゲストは下

線付きで表示されます。この場合、下線部をクリックすると別のタブでゲストカード

が表示されます。下記に関連リンクが含まれています。 

予約、精算処理、ビュー(連泊台帳、宿泊台帳、部屋台帳など)、掃除一覧、チェックイ

ン、チェックアウト、キャッシュセンター、入金消込 など 

3. フロート処理: フロートメニューは既存のデータの編集も新規作成もできます。編集の

場合は Actionで EDITを選ぶと該当のデータの編集が可能です。また上部の新規をクリッ

クすると新規のデータを作成できます。 

 

 

4. 予約作成 : わざわざメニューから予約を作成する必要はありません。顧客を検索した検

索結果に簡易予約のリンクがあります。これをクリックするだけで簡易予約に移動できま

す。勿論、顧客名は自動的に入力されているはずです。 
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3. ゲスト抽出 

 

1) ナビゲーション 

 

メニューバーで下記のナビゲーションから選択できます。: 

 予約業務         顧客         ツール      

 

 

 

ツールで、顧客抽出を選んでください。 
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2) 利用方法 

顧客抽出画面は下記の様に表示されます。入力欄に検索したいキーワードを入力して検索を実行

してください。 

 

 
 

 

ここでは年齢の例をとってみましょう。 

50-60歳のゲスト抽出を実行します。 

 

 
 

 

Then  
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検索を実行すると、下記の様に絞り込まれたゲストリストが表示されます。 

 

(検索結果) 

 

 

また、左側のボタンでは好きなフォーマットでファイル抽出する事が出来ます。

（PDF,Excel,メールアドレス） 
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(Tips)  

  
他の CRMツール 

 

1. CTI (オプション) 

通常では着電があってから検索を実行し、該当の顧客を検索するのは時間がか

かってしまいます。CTIでは着電の電話番号から自動的にゲストを検索し結果

を 1-2秒で表示します。これにより予約の業務効率が向上します。勿論、いち

いち予約の際にゲストを指定する必要はありません。 

 

2.メール一括送信 

顧客抽出の画面で抽出結果からメールアドレスに変換できます。このファイル

を使ってメールの一括送信が実行できます。一括送信はツールメニューから下

記で選択実行できます。 

 
3.RFM分析 

R(最終宿泊)、F(宿泊頻度)、M(宿泊金額)を使った分析は CRMでの代表的な分

析手法です。THE OMOTENASHIでは自分なりの評価基準で RFMを実行でき

ます。基準を設定する場合は下記のメニューで設定可能です。 
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 4. まとめ 

このガイドで下記のような事を学べたはずです。更なる応用を行って理解を深めてください。 

 

 

 

 

同時に THE OMOTENASHI では簡単にできる事が理解できたと思います。 

 

もし更なる理解を深めたい場合は、 

 

 次のWEB Siteをクリックして(http://www.omotenashi-pms.com)、サポ

ートのタブに移動してください。 

 ビデオを参照して反復して演習を繰り返してください。  

 

どんな質問でもお気軽に下記までお問い合わせください。 

   support@omotenashi-pms.com 

 

 
 

 どうやってゲストを検索するか 

 どうやって関連する情報を取り出すか 

 各種 CRM機能 

http://www.omotenashi-pms.com/
support@omotenashi-pms.com

